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市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に

運
営
さ
れ
て
い
る
の
か
、
皆

さ
ん
が
納
め
た
税
金
が
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

平
成
十
五
年
十
二
月
末
現
在

の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
市
の
台
所
事
情
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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　昨年の市政10大ニュースに、多
数の投票をいただきありがとうござ
いました。
　投票総数は３０３票で、10項目
見事に的中した人は
　安川　恭子さん（清瀧）
一人でした。順位と得票数は次のと
おりです。
①大野市・和泉村合併協議会（法定）
を設置（２７０票）
②ＪＲ越前大野駅前に「やすらぎ空
間」完成（２３７票）
③市議選投開票　投票率過去最低
　７８・３５％（２２５票）
④公共下水道一部供用開始
　（２２３票）
⑤精神障害者の社会復帰施設「紫水
の郷」開所（２０８票）
⑥住宅やまちなみ整備に評価
　ＨＯＰＥ大賞受賞（２０６票）
⑦シビックセンター基本設計まとま
る（２０２票）
⑧福井大学と大野市、相互友好協力
協定に調印（１９３票）
⑨地下水総合調査の結果まとまる　
　（１７３票）
⑩大野准看護学院　四十年の歴史に
幕（１７２票）
⑪佐開の「鬼谷川堰堤」登録文化財
に（１７１票）
⑫子育て交流広場　ちっくたっく
オープン（１６２票）
⑬木造住宅団地「フォレストタウン
大野」分譲開始（１５１票）
⑭おおの型　食・農業・農村ビジョ
ンまとまる（１４６票）
⑮大野市経済活性会議が設立総会
　（１２９票）
⑯木本堀兼線で乗合タクシー運行
　（１２０票）



～自然景観や建築物など～

「景観特選おおの」に１２6点
～自然景観や建築物など～

「景観特選おおの」に１２6点
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「
景
観
特
選
お
お
の
」
は
、
将

来
に
残
し
て
い
き
た
い
「
大
野
ら

し
い
」
建
築
物
や
自
然
な
ど
の
景

観
に
つ
い
て
認
定
を
行
い
、
広
く

一
般
に
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
十
三
年
度
か
ら
十
五
年
度

荒
島
岳

飯
降
山

魚
止
（
仏
原
）

打
波
の
紅
葉
（
打
波
）

春
日
神
社
の
大
い
ち
ょ
う（
不
動
堂
）

上
庄
中
学
校
堤
（
稲
郷
）

上
庄
中
学
校
松
林
（
稲
郷
）

上
丁
の
田
園
（
上
丁
）

亀
山
（
城
町
）

刈
込
池
（
上
打
波
）

義
雲
杉
（
宝
慶
寺
）

経
ヶ
岳

巨
岩
（
阪
谷
地
区
）

串
橋
（
上
打
波
）

九
頭
竜
峡
（
仏
原
・
勝
原
）

銀
杏
峰

弘
法
杉
（
木
本
）

木
本
新
田
の
田
園
（
木
本
新
田
）

さ
こ
さ
が
滝
（
上
打
波
）

斜
面
緑
地
（
富
塚
）

主
要
地
方
道
松
ヶ
谷
宝
慶
寺
大
野

　

線
の
杉
並
木
（
宝
慶
寺
）

旅
塚
川
（
柿
ヶ
島
）

堂
動
川
（
上
麻
生
嶋
）

白
山
神
社
の
大
カ
ツ
ラ（
下
打
波
）

八
幡
神
社
の
大
杉
（
牛
ヶ
原
）

花
の
畦
（
あ
ぜ
）（
犬
山
）

美
林
街
道
（
西
勝
原
）

ブ
ナ
原
生
林
（
西
谷
）

平
家
平
の
大
ト
チ
ノ
キ
（
西
谷
）

部
子
山

仏
御
前
の
滝
（
仏
原
）

真
名
峡
（
佐
開
）

桃
木
峠
の
大
杉
（
上
打
波
）

六
呂
師
高
原
（
南
六
呂
師
）

若
生
子
大
橋
（
若
生
子
）

御
清
水
（
泉
町
）

木
本
生
活
水
路
（
木
本
）

山
王
池
（
日
吉
町
）

背
割
水
路
（
元
町
・
本
町
）

本
願
清
水
（
糸
魚
町
）

み
く
ら
清
水
（
犬
山
）

横
町
五
番
通
り
角
水
路（
明
倫
町
）

  

景
観
特
選
お
お
の
認
定
一
覧　
（
五
十
音
順
）

■ 

自
然
景
観

■ 

水
路
・
池
・
清
水

 

大
野
ら
し
さ
を
将
来
へ

に
か
け
て
募
集
を
行
い
、
建
築
物

（
個
人
住
宅
・
公
共
建
築
物
・
寺
社
・

店
舗
・
看
板
な
ど
）
や
自
然
な
ど

百
二
十
六
点
を
認
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
市
の
発
刊
物
へ
の
掲

載
な
ど
を
通
じ
広
く
一
般
に
紹
介

す
る
ほ
か
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作

成
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

石
灯
籠
通
り
（
本
町
）

市
道
泉
町
南
北
六
号
線
（
扇
屋
旅

　

館
付
近
／
泉
町
）

市
道
法
務
局
南
線
（
城
町
）

寺
内
町
通
り
（
明
倫
町
）

二
番
通
り
大
鋸
町
付
近（
明
倫
町
）

八
間
通
り
（
元
町
・
本
町
・
錦
町
）

比
丘
尼
町
通
り
（
日
吉
町
）

磐
座
神
社
（
西
大
月
）

教
願
寺
（
要
町
）

黒
谷
観
音
（
下
黒
谷
）

西
応
寺
（
今
井
）

篠
座
神
社
（
篠
座
）

善
導
寺
（
錦
町
）

専
福
寺
（
友
兼
）

曹
源
寺
（
明
倫
町
）

常
興
寺
（
伏
石
）

洞
雲
寺
（
清
瀧
）

南
禅
寺
（
下
唯
野
）

白
山
神
社
参
道（
中
野
町
二
丁
目
）

八
幡
神
社
（
稲
郷
）

埴
安
姫
神
社
（
蕨
生
）

宝
慶
寺
（
宝
慶
寺
）

柳
廼
社
（
城
町
）

明
石
甚
兵
衛
邸
（
中
津
川
）

朝
日
屋
菓
子
店
（
元
町
）

■ 

道
■ 

神
社
・
仏
閣

■ 

ま
ち
な
み
・
建
物
・
施
設

市道法務局南線（城町）
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朝
倉
義
景
墓
所
（
泉
町
）

石
灯
籠
（
本
町
）

戌
山
城
址
（
犬
山
）

大
矢
戸
古
墳
（
大
矢
戸
）

火
防
堤
跡
（
明
倫
町
）

将
監
城
跡
（
西
勝
原
）

　

景
観
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

講
演
会
や
第
四
回
大
野
市
景
観
賞

の
表
彰
、
景
観
特
選
お
お
の
パ
ネ

ル
展
示
な
ど
を
行
う
「
ま
ち
づ
く

り
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

２
月
19
日
㊍
午
後
６
時
30

分
〜

場
所　

有
終
会
館

講
演　

大
川
陸
さ
ん
（
（
財
）
住

宅
生
産
振
興
財
団
専
務
理
事
）

問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課
計
画
係
（
1
66
・

　

１
１
１
１
内
線
３
５
３
）

東
湯
（
高
砂
町
）

乾
孝
一
郎
邸
（
中
挾
二
丁
目
）

岩
治
勉
邸
（
本
町
）

㈱
宇
野
酒
造
（
本
町
）

宇
野
忠
雄
邸
（
元
町
）

梅
田
修
一
郎
邸
（
本
町
）

越
前
大
野
城
（
城
町
）

大
亀
屋
（
本
町
）

大
野
高
校
門
（
新
庄
）

尾
崎
敏
夫
邸
（
明
倫
町
）

か
べ
く
ら
や
（
本
町
）

川
崎
陶
器
店
（
明
倫
町
）

旧
橋
本
家
（
宝
慶
寺
）

郷
土
歴
史
館
（
城
町
）

九
岡
コ
ト
子
邸
（
明
倫
町
）

源
平
酒
造
㈱
（
要
町
）

サ
ン
パ
レ
ス
国
時
（
国
時
町
）

Ｊ
Ｒ
越
前
大
野
駅
（
弥
生
町
）

七
間
（
元
町
）

七
間
本
陣
（
元
町
）

芝
田
重
三
郎
邸
（
明
倫
町
）

正
津
屋
酒
店
（
日
吉
町
）

辰
水
書
芸
院
（
明
倫
町
）

杉
本
敏
憲
邸
（
木
本
）

杉
山
魚
店
（
本
町
）

ぜ
に
や
呉
服
店
（
明
倫
町
）

大
門
屋
（
元
町
）

高
井
博
正
邸
（
平
沢
領
家
）

高
尾
利
昭
邸
（
大
矢
戸
）

瀧
波
武
利
邸
（
中
野
一
丁
目
）

竹
内
善
忠
邸
（
横
枕
）

田
村
精
二
邸
（
城
町
）

筒
井
馥
邸
（
元
町
）

寺
島
藤
雄
邸
（
南
新
在
家
）

寺
町
（
錦
町
・
元
町
）

南
部
酒
造
場
㈲
（
元
町
）

西
川
長
一
郎
邸
（
泉
町
）

西
澤
春
栄
邸
（
明
倫
町
）

布
川
博
雄
邸
（
元
町
）

百
間
堀
跡
（
城
町
）

武
家
屋
敷
旧
内
山
家
（
城
町
）

平
成
大
野
屋
（
元
町
）

本
願
清
水
イ
ト
ヨ
の
里（
糸
魚
町
）

松
田
国
男
邸
（
森
目
）

松
原
明
也
邸
（
土
打
）

松
山
稲
穂
邸
（
本
町
）

松
山
稲
穂
氏
所
有
住
宅
（
城
町
）

円
山
公
園
（
南
六
呂
師
）

元
町
会
館
（
元
町
）

や
な
ぎ
や
薬
局
（
元
町
）

山
田
文
雄
邸
（
今
井
）

山
元
醤
油
味
噌
醸
造
元
（
元
町
）

山
本
哲
夫
邸
（
橋
爪
）

■ 

遺
跡
・
遺
構

 

ま
ち
づ
く
り
講
演
会
を
開
催

　

平
成
十
二
年
四
月
、
林
野
庁
の

「
森
の
巨
人
た
ち
百
選
」
選
定
委

員
会
が
、
次
世
代
へ
の
財
産
と
し

て
残
す
べ
き
代
表
的
な
巨
樹
・
巨

木
百
カ
所
を
、
全
国
国
有
林
の
中

か
ら
選
定
し
ま
し
た
。

　

県
内
で
は
大
野
市
の
「
桃も

も

木き

峠

の
大
杉
」
と
今
庄
町
の
「
岩
谷
の

ト
チ
ノ
キ
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

平
成
十
四
年
、
こ
れ
ら
の
か
け

が
え
の
な
い
自
然
を
守
り
伝
え
て

い
こ
う
と
、
こ
の
二
本
の
「
森
の

巨
人
」
を
題
材
と
し
た
創
作
童
話

の
募
集
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
そ
の
中
か
ら
「
桃
木
峠

の
大
杉
」
を
題
材
と
し
て
入
賞
し

大杉テーマの絵本集を発刊

た
四
編
の
作
品
を

一
組
の
絵
本
に
ま

と
め
ま
し
た
。

　

絵
本
は
五
百
組

作
成
し
、
小
学
校

や
保
育
園
、
幼
稚

園
や
児
童
館
な
ど

関
係
機
関
へ
配
布

す
る
ほ
か
、
限
定

で
希
望
者
へ
の
販

売
を
行
い
ま
す
。

　

販
売
場
所
は
図

書
館
で
、
価
格
は

四
冊
一
組
で
千
円

で
す
。

題
名
と
作
者
（
敬
称
略
）

『
峠
の
テ
ッ
ペ
ン
杉
の
木
さ
ん
』

　

文
・
絵　

山
本
一
恵
（
福
井
市
）

『
お
ば
あ
ち
や
ん
の
お
と
ぎ
話
』

　

文　

日
下
圭
子
（
福
井
市
）

　

絵　

高
久
昭
子
（
大
野
市
）

『
森
の
巨
人
さ
ん
と

　

お
し
ゃ
べ
り
し
ち
ゃ
っ
た
』

　

文　

久
保
藤
士
継
（
大
野
市
）

　

絵　

九
里
剛
哉
（
大
野
市
）

『
神
様
の
木
？
桃
木
峠
の
大
杉
』

　

文　

越
田
有
稀
（
大
野
市
）

　

絵　

近
藤
真
理
子
（
大
野
市
）

問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
文
化
振
興
室
（
1

　

66
・
１
１
１
１
内
線
５
４
０
）

大杉テーマの絵本集を発刊

南部酒造場㈲（元町）

火防提跡（明倫町）火防提跡（明倫町）
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市
・
県
民
税
の
申
告
相
談
と
受

け
付
け
を
二
月
十
二
日
㊍
か
ら
三

月
十
五
日
㊊
ま
で
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
平
成
十
六
年
一
月
一
日

現
在
の
住
所
地
で
、
前
年
一
年
間

の
所
得
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
も

の
で
、
16
年
度
の
市
・
県
民
税
や

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
の
基
礎

と
な
る
も
の
で
す
。

　

申
告
書
の
提
出
期
限
は
三
月

十
五
日
㊊
で
す
。
忘
れ
ず
に
申
告

し
ま
し
ょ
う
。

①
平
成
十
六
年
一
月
一
日
現
在
で

　

大
野
市
に
住
所
が
あ
り
、
平
成

　

十
五
年
中
（
一
月
一
日
〜
十
二

　

月
三
十
一
日
）
に
、
営
業
・
農

　

業
・
不
動
産
・
一
時
・
配
当
・

　

利
子
・
雑
・
譲
渡
な
ど
の
所
得

　

が
あ
っ
た
人

②
給
与
所
得
者
で
、
給
与
の
ほ
か

　

①
に
該
当
す
る
よ
う
な
所
得
が

　

あ
っ
た
人
（
給
与
以
外
の
所
得

　

が
二
十
万
円
以
下
の
人
は
、
確

　

定
申
告
は
不
要
で
す
が
、
市
・

　

県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
）

③
所
得
が
あ
る
人
で
、
医
療
費
控

　

除
な
ど
の
所
得
控
除
を
受
け
よ

　

う
と
す
る
人

④
平
成
十
五
年
中
の
所
得
が
公
的

　

年
金
収
入
の
み
で
次
の
人

・
公
的
年
金
な
ど
年
末
調
整
を
行

　

っ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
各

　

種
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

　
（
例
、
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の

　

社
会
保
険
料
や
生
命
保
険
料
、

　

損
害
保
険
料
な
ど
の
控
除
）

・
前
年
末
に
社
会
保
険
庁
や
共
済

　

組
合
な
ど
に
申
告
（
現
況
届
）

　

し
た
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養

　

親
族
に
変
更
が
あ
る
人

※
所
得
が
な
か
っ
た
人
も
、
市
・

　

県
民
税
申
告
書
の
提
出
が
な
い

　

と
、
所
得
証
明
書
な
ど
の
発
行

　

が
で
き
な
い
場
合
や
、
国
民
健

　

康
保
険
税
が
正
し
く
計
算
で
き

　

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

　・
平
成
十
五
年
分
に
つ
い
て
所
得

　

税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

・
給
与
所
得
の
み
の
人
で
、
勤
務

　

先
で
年
末
調
整
を
し
、
勤
務
先

　

か
ら
市
役
所
へ
「
給
与
支
払
報

　

告
書
」
が
提
出
さ
れ
て
い
る
人

市
・
県
民
税
、
所
得
税
の
申
告

①印鑑（認印）
②所得の証明となる資料
　給与・年金所得者…源泉徴収票（ない場合は給与明細書など）
　その他の所得者…収支内訳書、帳簿、領収書など
③国民健康保険税・国民年金・その他社会保険料の領収書など
④生命保険料（個人年金保険料を含む）・損害保険料の控除証明書
⑤本人または扶養親族などが障害者の場合…障害者手帳
⑥配偶者特別控除に該当する場合…配偶者の所得証明書類など
　※領収書、証明などは、平成15年中のものをお持ちください

市・県民税の申告に必要なもの

問い合わせ先　大野税務署（166・２１８０）
　　　　　　　　市役所税務課市民税係（166・１１１１内線４２３）

申告相談と受け付けの日程・会場
受付時間：午前９時～午後４時

　日　程
2月12日 木
2月13日 金
2月16日 月
2月17日 火
2月18日 水
2月19日 木
2月20日 金
2月23日 月
2月24日 火
2月25日 水
2月26日 木
2月27日 金
3月1日 月

3月2日 火

3月3日 水

3月4日 木
3月5日 金

3月8日 月

3月9日 火
3月10日 水
3月11日 木
3月12日 金
3月14日 日
3月15日 月

 　　 会　　　　　場

市役所談話室

　　ＪＡテラル越前上庄支所

　　ＪＡテラル越前本所

下庄公民館

庄林生活改善センター（午前）
南六呂師集落センター（午後）
乾側公民館（午前） 
小山公民館（午後）
富田公民館
上庄公民館
蕨生集落センター（午前）
木本集落センター（午後）
阪谷公民館
五箇公民館（午前）

市役所談話室

農
業
所
得
者
確
定
申
告
受
付

市
役
所
談
話
室

所得税の確定申告
申告期間　２月16日㊊～３月15日㊊
　※給与所得者や年金所得者の還付申告は、２月15日㊐以前でも
　　提出することができます
申告場所　大野税務署（土・日祝日休み）
　※土・日祝日でも郵送で申告書を受け付けています

≪申告書　自分で書いて　お早めに！≫

確定申告が必要な人
①平成15年中の事業所得・不動産所得などの合計額が、所得控除
　（基礎控除・配偶者控除・扶養控除など）の合計額を超える人
②給与と年金を受けていて、年末調整をしていない人
③給与の年収が２千万円を超える人
④２カ所以上から給与を受けた人
⑤給与(退職）所得以外に20万円を超える所得がある人
⑥給与所得者で年末調整をしていない人
⑦給与所得者で住宅取得控除（住宅をローンなどで購入した場合)
　・医療費控除（多額の医療費を支払った場合）・雑損控除（災害
　　や盗難にあった場合）を受けようとする人

申
告
が
必
要
な
人

申
告
が
必
要
な
い
人
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平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
、

固
定
資
産
税･

都
市
計
画
税
、
市･

県
民
税
の
「
前
納
報
奨
金
制
度
」

が
廃
止
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
最
初
の
納
期
に

全
期
分
を
納
め
て
い
た
だ
く
と
、

年
税
額
か
ら
前
納
報
奨
金
（
交
付

分
）
を
差
し
引
い
て
納
め
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
、

市
・
県
民
税
の
普
通
徴
収
分
と
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
に
つ
い

て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

当
初
、
税
収
の
早
期
確
保
や
納

税
意
識
の
向
上
を
目
的
と
し
て
創

設
し
た
制
度
で
す
が
、
創
設
当
時

と
比
べ
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化

し
、
金
融
機
関
で
の
窓
口
納
税
や

口
座
振
替
に
よ
る
納
付
の
普
及
な

ど
、
自
主
納
付
に
対
す
る
意
識
が

ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
目
的
を
ほ
ぼ
達
成
し
た
も
の

と
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
運
用
に
協
力
い
た
だ

い
た
皆
様
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
廃
止
に
つ
い
て
ご
理

解
の
上
、
納
期
内
の
納
付
に
な
お

一
層
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

前
納
報
奨
金
制
度
は
平
成
十
六

年
四
月
一
日
で
廃
止
と
な
り
ま
す

が
、
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に

よ
る
全
期
前
納
（
一
期
の
納
期
限

ま
で
に
一
年
分
の
税
金
を
一
括
し

て
納
め
る
こ
と
）
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
口
座
振
替
で
全
期
前

納
を
行
っ
て
い
た
人
が
、
年
四
回

の
期
別
納
付
（
振
替
）
へ
と
変
更

す
る
場
合
、
振
替
依
頼
先
の
金
融

機
関
な
ど
で
３
月
中
に
変
更
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
口
座
振
替
の
申
し
込
み
が
で
き

　

る
金
融
機
関
（
本
・
支
店
）

　

越
前
信
用
金
庫
・
テ
ラ
ル
越
前

　

農
業
協
同
組
合
・
福
井
銀
行
・

　

福
邦
銀
行
・
北
陸
銀
行
・
北
陸

　

労
働
金
庫
・
郵
便
局

・
持
参
す
る
も
の

　

預
貯
金
通
帳
、　

通
帳
届
出
印

　

※
市
外
の
店
舗
で
手
続
き
を
行

　
　

う
場
合
、
市
が
定
め
る
申
込

　
　

用
紙
が
な
い
場
合
が
あ
り
ま

　
　

す
。事
前
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
引
き
続
き
全
期
前
納
で

納
付
（
振
替
）
す
る
場
合
、
新
た

な
手
続
き
は
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
収
税
係

　
（
1
66
・
１
１
１
１
内
線
４
２
１
）

公 共 下 水 道
よろず相談室を開設

　公共下水道に関すること全般について

相談を行う「公共下水道よろず相談室」

を開設します。

開室時間

　平日の午前８時30分～午後５時15分

　※事前に電話などで連絡いただけれ

　　ば、時間外も対応します

開室場所

　市役所別館１階

相談・問い合わせ先

　下水道課（166・１１１１内線２９２）

全
期
前
納
こ
れ
ま
で
ど
お
り

期
別
納
付
へ
の
変
更
は

　
　

手
続
き
が
必
要
で
す

前
納
報
奨
金
制
度
の
廃
止

募
集
人
員　

１
人
（
採
用
予
定
日

　

平
成
16
年
３
月
１
日
）

業
務
内
容　

土
・
日
曜
日
、
休
日

　

の
救
急
患
者
対
応

勤
務　

１
週
間
当
た
り
平
均
30
時

　

間
の
勤
務
（
土
・
日
曜
日
、
休

　

日
の
昼
間
お
よ
び
土
曜
日
の
夜

　

間
、
宿
直
な
ど
の
勤
務
あ
り
）

報
酬　

市
嘱
託
職
員
の
任
用
な
ど

　

に
関
す
る
要
綱
の
規
定
を
適
用

　
（
各
社
会
保
険
あ
り
）

受
験
資
格　

昭
和
38
年
４
月
１
日

　

以
降
に
生
ま
れ
、
看
護
師
免
許

　

ま
た
は
准
看
護
師
免
許
を
取
得

　

し
て
い
る
人

試
験
日
程　

書
類
選
考
の
上
、
面

　

接
試
験
日
を
通
知

申
込
受
付
期
間　

２
月
２
日
㊍
〜

　

20
日
㊎
（
消
印
有
効
）

申
し
込
み
方
法　

履
歴
書（
市
販
）

　

に
健
康
診
断
書
と
「
休
日
急
患

　

診
療
所
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」

　

を
８
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
た

　

作
文
を
添
え
、
直
接
ま
た
は
郵

　

送
で
提
出

　

※
封
筒
の
表
に
「
休
日
急
患
診

　
　

療
所
嘱
託
職
員
受
験
」
と
朱

　
　

書
き
・
郵
送
は
書
留
に
て

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
９
１
２
ー
０
０
６
１　

大
野

　

市
篠
座
１
１
７
ー
６
ー
１

　

保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
（
1

　

65
・
７
３
３
３
）

休
日
急
患
診
療
所
の
嘱
託
職
員
を
募
集

納付に便利な口座振替
　市では、市税の納付に口座振替を行
っています。
　一度申し込めば納期のたびに納めに
出掛ける必要がなく、指定された口座
から税額を振り替えできる便利な制度
です。
　金融機関などに備え付けの申込書で
申し込みください。
　なお、振替日に残高不足などにより
振り替えができなかった場合は、後日
送付する「口座振替不能通知書」での
現金納付となります。
　また、納税貯蓄組合に加入している
人は、申込書に組合長の確認印をもら
ってください。



2004.2  広報おおの

健康寿命を延ばそう「健康おおの21」

2004.2　№ 179

～ちょっと気になる健康料理～
サトイモ赤飯

（エネルギー：253㌔㌍　塩分：0.5㌘）
　大野の伝承料理を、炊飯器で簡単に作れるようアレ
ンジしました。お祝いの日などにいかがでしょう。
①２種類の米を一緒にとぎ、1時間水に浸しておく
②サトイモにＡの調味料を入れ、落しぶたをして弱火
で煮る。煮汁がなくなってきたらフタを取り、そっ
と転がしながら水分をとばし、ころ煮を作る
③炊飯器に米と市販の赤飯用あずき缶を汁ごと入れ、
3合炊きの規定量まで水を加えて、よく混ぜる
④ほどよく冷ました
　サトイモのころ煮
　を米の上に並べ、
　ご飯を炊く
⑤器に盛り付け、い
　り黒ゴマを振り掛
　けて出来上がり

メニュー考案：食生活改善推進員（若葉会）

材料（８人分）
　もち米・・・300㌘（2合）
　うるち米・・150㌘（1合）
赤飯用あずき缶230㌘（1缶）
小粒なサトイモ・・200㌘
いり黒ゴマ・・・・小さじ1
　　　料理酒・・・20cc
　　　赤砂糖・・・10㌘
　　　みりん・・・20cc
　　　しょうゆ・・大さじ1

　
「
健
康
お
お
の
21
」
は
、
健
康

に
か
か
わ
り
の
あ
る
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
関
や
団
体
の
協
力
を
得
て
策

定
し
た
も
の
で
す
。

　
「
運
動
、
食
事
、
た
ば
こ
、
休

養
・
こ
こ
ろ
」
と
四
つ
の
具
体
的

な
目
標
（
下
記
参
照
）
を
掲
げ
、

機
関
や
団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
で
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
月
一
日
を
「
健
康
づ

く
り
の
日
」
と
し
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
を
掲
げ
る
な
ど
、
社
会
全
体

で
健
康
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て

い
き
ま
す
。

　

二
月
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

「
運
動
の
ペ
ー
ス
守
っ
て　

健
康

づ
く
り
」
で
す
。

　

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
冬
こ

そ
、
意
識
し
て
体
を
動
か
す
こ
と

が
大
切
で
す
。
テ
レ
ビ
を
見
る
合

間
に
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い
、
晴
れ

た
日
に
は
外
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、

雨
や
雪
の
日
に
は
、
あ
っ
宝
ん
ど

の
プ
ー
ル
な
ど
施
設
で
体
を
動
か

し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

い
つ
ま
で
も
生
き
生
き
と
暮
ら

せ
る
よ
う
、
一
人
ひ
と
り
身
近
な

こ
と
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
。

「健康おおの２１」推進項目
運動
・週一回以上運動する人を増やす
・介護が必要な人を減少させる
・適正体重の人を増やす
　※適正体重の求め方
　　身長（㍍）×身長（㍍）×指数（18.5～24.9）
　例：身長が１６０㌢の場合、1.6×1.6×指数で、
　　　適正体重は、47.4㌔～63.7㌔となります。

　　　　　　　食事
　　　　　　・塩分摂取量を減らす
　　　　　　・食事や間食のとり方に配慮する人を増やす
　　　　　　・緑黄色野菜を食べる人を増やす

たばこ
・分煙対策を推進する
・禁煙サポートの充実を図る

休養・こころ
・こころの健康について正しい知識を持つ人を増やす
・職場におけるこころの健康管理の充実を図る
・ストレスを感じる人を減らす

　

健
康
寿
命
と
は
、
生
き
て
い
る
長
さ
の
中
で
、
痴
ほ
う
や

寝
た
き
り
と
な
ら
ず
に
、
元
気
で
活
動
的
に
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
長
さ
の
こ
と
で
す
。
市
で
は
、
そ
の
健
康
寿
命
を
延

ば
し
、
生
き
生
き
と
暮
ら
す
人
を
増
や
す
こ
と
な
ど
を
目
標

と
し
た
「
健
康
お
お
の
21
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

（８）

健康寿命 男 女
大野市 75.9 80.6
福井県 73.1 79.0
全　国 72.0 78.3

平均寿命 男 女
大野市 77.9 84.9
福井県 78.5 85.4
全　国 77.7 84.6

四
つ
の
目
標
で
取
り
組
み

「運動のペース守って　健康づくり」保健センター（☎65・7333）

Ａ

平成12年の健康寿命と平均寿命

※厚生労働省発表資料に基づく
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暮
ら
し
の

家庭の省エネで地球を守ろう！

ア
ド
バ
イ
ス

ア
ド
バ
イ
ス

　

二
月
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
。
深
刻
な

地
球
温
暖
化
を
止
め
る
た
め
、
一
人
ひ
と

り
が
問
題
意
識
を
持
っ
て
省
エ
ネ
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

　

気
代
は
と
て
も
経
済
的
で
す

　
・
人
の
い
な
い
部
屋
は
消
灯
を
、

　

つ
け
っ
放
し
は
や
め
ま
し
ょ
う

そ
の
他
の
家
電
製
品

　
・
出
か
け
る
前
や
寝
る
前
な
ど
、

　

暖
房
器
具
の
ス
イ
ッ
チ
を
早
め

　

に
切
り
ま
し
ょ
う
。
室
温
は
急

　

に
は
下
が
り
ま
せ
ん
。
十
五
分

　

前
に
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
て
も
十

　

分
に
暖
房
効
果
が
あ
り
ま
す

　
・
コ
タ
ツ
や
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
は

　

断
熱
マ
ッ
ト
な
ど
を
併
用
す
る

　

と
低
い
温
度
で
も
快
適
で
す

　
・
テ
レ
ビ
は
リ
モ
コ
ン
待
ち
の
状

　

態
で
も
電
力
を
消
費
し
て
い
ま

　

す
。
使
わ
な
い
時
は
主
電
源
を

　

切
り
ま
し
ょ
う

　
・
掃
除
機
を
か
け
る
前
に
部
屋
を

　

整
理
し
ま
し
ょ
う
。
か
け
る
時

　

間
の
短
縮
に
つ
な
が
り
ま
す

　
・
携
帯
電
話
の
充
電
が
終
わ
っ
た

　

ら
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
ア
ダ
プ
タ

　

を
外
し
ま
し
ょ
う
。
待
機
時
消

　

費
電
力
の
節
約
に
な
り
ま
す

　
・
煮
込
み
料
理
の
野
菜
な
ど
は
下

　

ご
し
ら
え
に
電
子
レ
ン
ジ
を
使

　

う
と
効
果
的
で
す
。
煮
崩
れ
し

　

に
く
い
ほ
か
、
ガ
ス
代
の
節
約

　

に
も
つ
な
が
り
ま
す

　

日
ご
ろ
の
ち
ょ
っ
と
し
た
省
エ

ネ
へ
の
心
が
け
が
、
地
球
温
暖
化

の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。
み
ん

な
で
力
を
合
わ
せ
て
、
家
庭
か
ら

地
球
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

エ
ア
コ
ン
や
冷
蔵
庫
な
ど
家
電

製
品
の
普
及
に
よ
り
、
私
た
ち
の

生
活
様
式
は
以
前
と
比
べ
大
き
く

変
化
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
便
利
な
生
活
を
送
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
反
面
、
大
量
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
多
く
は
、
石

油
や
石
炭
な
ど
化
石
燃
料
を
燃
焼

す
る
こ
と
で
得
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
に
伴
い
、
大
気
中
に
二
酸
化
炭

素
が
排
出
さ
れ
ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
消
費
に
よ

り
、
二
酸
化
炭
素
な
ど
温
室
効
果

ガ
ス
の
濃
度
が
上
が
る
こ
と
で
、

宇
宙
に
放
出
さ
れ
る
は
ず
の
熱
が

大
気
中
に
封
じ
込
め
ら
れ
、
地
球

が
温
暖
化
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
ま
温
暖
化
が
進
ん
で
い

く
と
、
洪
水
が
起
き
た
り
熱
帯
性

の
伝
染
病
が
広
が
っ
た
り
な
ど
、

環
境
へ
の
重
大
な
影
響
が
心
配
さ

れ
ま
す
。
深
刻
な
地
球
温
暖
化
を

止
め
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
取

り
組
み
を
始
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が

多
い
家
電
製
品
は
、
エ
ア
コ
ン
、

冷
蔵
庫
、
照
明
器
具
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
上
手
に
使
っ
て
か
し
こ

く
省
エ
ネ
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

エ
ア
コ
ン

　
・
フ
ィ
ル
タ
ー
の
目
詰
ま
り
は
、

　

効
率
を
悪
く
し
ま
す
。
こ
ま
め

　

に
掃
除
し
ま
し
ょ
う

　
・
春
や
秋
な
ど
使
わ
な
い
と
き
は

　

コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜

　

き
ま
し
ょ
う
。
待
機
時
消
費
電

　

力
を
節
約
で
き
ま
す

　
・
冬
は
厚
手
の
カ
ー
テ
ン
を
使
う

　

と
部
屋
の
暖
か
い
温
度
が
逃
げ

　

に
く
く
な
り
ま
す

冷
蔵
庫

　
・
無
駄
な
開
閉
は
止
め
ま
し
ょ
う

　
・
物
の
詰
め
込
み
す
ぎ
は
冷
気
の

　

流
れ
を
悪
く
す
る
ほ
か
、
物
を

　

探
す
の
に
時
間
が
か
か
る
原
因

　

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
常
温
保

　

存
で
き
る
も
の
ま
で
冷
や
し
て

　

い
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う

　
・
熱
い
物
は
冷
ま
し
て
か
ら
保
存

　

し
ま
し
ょ
う

照
明
器
具

　
・
電
球
型
の
蛍
光
ラ
ン
プ
は
、
白

　

熱
電
球
と
比
べ
、
寿
命
が
約
六

　

倍
で
電
気
代
は
約
三
分
の
一
で

　

す
。
値
段
は
高
め
で
す
が
、
電

温
暖
化
の
原
因
は

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
増

使
い
方
工
夫
で
省
エ
ネ

市　役　所
生活環境課消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ☎66・1111　内線 464（　　　）



　
　

私
は
厚
生
年
金
受
給
者
で
、

　
　

昨
年
六
十
五
歳
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
毎
年
、
市
・
県
民

税
の
申
告
を
し
て
い
た
の
で
す
が

今
年
は
申
告
書
が
送
ら
れ
て
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
申
告
し
な
く
て
も

よ
い
の
で
し
ょ
う
か

　

六
十
五
歳
以
上
で
、
一
年
間
の

所
得
金
額
が
百
二
十
五
万
円
以
下

の
人
は
、
市
・
県
民
税
が
非
課
税

と
な
り
ま
す
。
年
金
収
入
の
場
合

は
、
公
的
年
金
控
除
を
差
し
引
い

て
計
算
す
る
た
め
、
受
給
額
で
約

二
百
六
十
六
万
円
以
下
が
非
課
税

と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
収
入

状
況
な
ど
を
参
考
に
、
昨
年
の
収

入
が
、
二
百
六
十
六
万
円
以
下
の

年
金
だ
け
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、

申
告
書
を
送
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

原
則
と
し
て
市
・
県
民
税
の
申

告
は
不
要
と
な
り
ま
す
が
、
次
の

よ
う
な
場
合
、
申
告
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
申
告
が
必
要
な
場
合

・
年
金
収
入
が
二
百
六
十
六
万
円

　

を
超
え
た
場
合

・
不
動
産
や
農
業
な
ど
、
年
金
以

　

外
の
収
入
が
あ
っ
た
場
合

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
市
民
税

　

係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４

　

２
４
）
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大野市ライフル射撃協会

　

ス
ポ
ー
ツ
射
撃
魅
力
知
っ
て

今月のスナップ

税金Ｑ＆Ａ
その⑧

■「広報おおの」では、皆さんの
活動や意見など、さまざまな内容
を募集しています。あなたも紙面
に参加しませんか。
〒９１２－８６６６大野市天神町
１－１市役所情報広報課広報広聴
係（☎66・１１１１　内線４４１）
yamabiko@city.ono.fukui.jp

うまく伸ばせるかな？
（ウインターカントリースクールそば打ち体験）

　

大
野
市
ラ
イ
フ
ル
射
撃
協
会
は

昭
和
五
十
八
年
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
、
メ
ン
バ
ー
は
二
十
八

人
、
三
月
〜
十
一
月
の
週
一
回
、

エ
キ
サ
イ
ト
広
場
の
射
撃
場
で
練

習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ラ
イ
フ
ル
射
撃
は
、
固
定

し
た
的
を
ラ
イ
フ
ル
銃
で
狙
う
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
銃
の
種
類
に
よ
っ

て
的
ま
で
の
距
離
が
異
な
り
、
空

気
銃
で
十
㍍
、
火
薬
銃
で
は
五
十

㍍
に
も
な
り
ま
す
。

　
「
遠
く
の
的
を
狙
う
た
め
、
姿

勢
が
少
し
ず
れ
た
だ
け
で
も
、
大

き
く
狙
い
か
ら
外
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め〞

い
か
に
体

の
動
き
を
止
め
る
か
〞
と
い
う
こ

と
が
重
要
に
な
る
ん
で
す
よ
。
ち

ょ
っ
と
し
た
気
の
迷
い
か
ら
体
が

動
き
、
成
績
に
大
き
く
影
響
す
る

こ
と
も
。
技
術
だ
け
で
は
な
く
、

精
神
力
を
鍛
え
る
こ
と
が
大
切
で

す
ね
」
と
副
会
長
を
務
め
る
玉
木

政
博
さ
ん
。

　

毎
年
八
月
の
県
民
体
育
大
会
へ

の
参
加
ほ
か
、
「
お
お
の
産
業
フ

ェ
ア
」
の
会
場
で
は
、
初
心
者
で

も
楽
し
め
る
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
の

試
射
会
を
開
催
。
さ
ら
に
今
年
か

ら
は
、
中
学
生
以
上
の
初

心
者
を
対
象
と
し
た
ビ
ー

ム
ラ
イ
フ
ル
教
室
を
始
め

る
な
ど
、
少
し
で
も
多
く

の
人
に
射
撃
の
魅
力
に
触

れ
て
も
ら
お
う
と
、
競
技

の
普
及
活
動
へ
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
ラ
イ
フ
ル
射
撃
は
、

年
齢
や
性
別
に
関
係
な
く

幅
広
く
楽
し
め
る
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
銃
を
構
え
た
と

き
の
緊
張
感
や
、
的
に
命

中
し
た
と
き
の
爽
快
感
を

ぜ
ひ
一
度
体
験
し
て
く
だ

さ
い
」
「
昨
年
、
新
た
に

四
人
の
高
校
生
が
、
仲
間

に
加
わ
り
ま
し
た
。
も
っ
と
た
く

さ
ん
の
人
に
魅
力
を
知
っ
て
も
ら

い
、
よ
り
多
く
の
人
が
こ
の
競
技

を
楽
し
ん
で
く
れ
る
よ
う
に
な
る

と
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
、
ほ
ほ

笑
む
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
。

　

興
味
の
あ
る
人
は
、
玉
木
さ
ん

（
☎
65
・
２
１
１
１
）
ま
で
。

　
　

先
日
、
税
務
署
か
ら
「
確
定

　
　

申
告
書
」
が
、
市
役
所
か
ら

「
市
・
県
民
税
申
告
書
」
が
送
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
両
方
と
も
申
告

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か

　

確
定
申
告
書
と
市
・
県
民
税
申

告
書
の
両
方
が
送
ら
れ
て
き
た
場

合
は
、
確
定
申
告
を
優
先
し
て
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告
と
は
、
一
年
分
の
所

得
と
、
そ
れ
に
対
す
る
所
得
税
の

金
額
を
申
告
す
る
も
の
で
す
。

　

確
定
申
告
書
を
税
務
署
へ
提
出

す
る
と
、
そ
の
写
し
が
市
役
所
へ

送
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
あ
ら

た
め
て
市
・
県
民
税
の
申
告
を
行

う
必
要
は
な
く
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
所
得
税
が
か
か
ら
な
い

な
ど
の
理
由
で
確
定
申
告
を
行
わ

な
い
場
合
は
、
期
間
中
に
市
役
所

や
各
公
民
館
な
ど
で
市
・
県
民
税

の
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
確
定
申
告
を
優
先
し
て

　
　
　
く
だ
さ
い

　
　
　
百
二
十
五
万
円
以
下
の

　
　
　
所
得
は
申
告
不
要
で
す

ＱＡ

Ａ Ｑ



　

富
田
小
学
校
で
は
毎

年
、
保
護
者
や
地
域
の

人
た
ち
を
招
い
て
「
富

っ
子
秋
祭
り
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
各
学
年
が
そ
の
年
に

学
ん
だ
こ
と
の
発
表
や
、
一
緒
に

ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
こ
と
な
ど
を
通

し
て
、
地
域
の
人
た
ち
と
交
流
を

深
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

昨
年
の
秋
祭
り
で
は
、
い
つ
も

よ
り
多
い
約
三
百
通
の
招
待
状
を

作
成
。
校
区
内
の
家
庭
や
、
日
ご

ろ
の
学
習
で
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
敬
老
会
、
野
菜
作
り
グ
ル
ー
プ

へ
参
加
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
農
作
業
体
験
や
昔
の

生
活
体
験
な
ど
地
域
の
人
た
ち
と

一
緒
に
行
っ
た
内
容
を
は
じ
め
、

福
祉
に
関
す
る
こ
と
や
環
境
問
題

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
の
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

　

中
で
も
五
・
六
年
生
は
、
み
ん

な
に
分
か
り
や
す
く
、
楽
し
く
聞
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　今回は、市内で理容業を営む傍
ら作画活動に励んだ、堀江さんの
画集を紹介します。これは、一昨
年亡くなった作者に感謝の気持ち
を込め、家族が手元に残された作
品をまとめたものです。
　画家の登竜門と言われている光
陽会展の青年作家賞受賞作や、表
題となった春を描いたものなど約
六十点の油彩ほか、柔らかい色調
で描かれた水彩のスケッチなどが
収められています。独特の色彩感
覚と感性で描かれた心温まる作品
の数々、ぜひご覧ください。

電子メールで市民提案　E-mail　yamabiko@city.ono.fukui. jp
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みんなで楽しく「富っ子秋祭り」

富田小学校
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越
田
有
稀
さ
ん
は
、
一
月
に
完

成
し
た
「
桃
木
峠
の
大
杉
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
、
創
作
童
話
に
よ
る

絵
本
集
の
作
者
の
一
人
で
す
。

　

桃
木
峠
の
大
杉
は
、
阪
谷
地
区

か
ら
五
箇
地
区
に
通
じ
る
峠
の
頂

上
に
あ
る
高
さ
約
三
十
八
㍍
、
幹

回
り
約
八
㍍
、
樹
齢
は
四
百
年
以

上
と
い
わ
れ
る
木
で
す
。
平
成
十

二
年
に
は
林
野
庁
の
「
森
の
巨
人

た
ち
百
選
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
か
け
が
え
の
な
い
自
然
を

守
り
伝
え
て
い
こ
う
と
、
平
成
十

四
年
「
森
の
巨
人
」
創
作
童
話
コ

ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

越
田
さ
ん
は
、
中
学
生
以
下
を

対
象
と
し
た
子
ど
も
の
部
で
佳
作

を
受
賞
。
作
品
の
題
名
は
「
神
様

の
木
？
桃
木
峠
の
大
杉
」
で
、
自

分
を
変
え
た
い
と
願
う
二
人
の
少

女
が
、
大
杉
の
精
に
助
け
ら
れ
、

新
し
い
自
分
を
見
つ
け
る
と
い
う

物
語
で
す
。

　
「
小
学
六
年
生
の
夏
休
み
に
募

集
を
知
り
、
面
白
そ
う
だ
と
思
っ

て
挑
戦
し
ま
し
た
。
小
さ
い
こ
ろ

か
ら
小
説
や
物
語
を
読
む
の
は
好

き
だ
っ
た
け
ど
、
自
分
で
書
い
た

の
は
初
め
て
。
ま
さ
か
本
に
な
る

と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

物
語
を
書
き
始
め
る
前
、
ま
ず

実
際
に
木
を
見
て
み
よ
う
と
、
父

親
と
一
緒
に
桃
木
峠
へ
。
険
し
い

山
道
を
一
時
間
以
上
歩
き
続
け
、

や
っ
と
の
思
い
で
頂
上
に
た
ど
り

着
い
た
そ
う
で
す
。

　
「
初
め
て
見
た
大
杉
は
、
想
像

し
て
い
た
よ
り
も
ず
っ
と
大
き
く

て
、
地
面
に
ど
っ
し
り
と
根
を
張

っ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
し
た
。
ま

る
で
峠
の
上
か
ら
大
野
の
ま
ち
を

優
し
く
見
守
っ
て
い
る
よ
う
な
、

す
ご
く
温
か
い
印
象
を
受
け
ま
し

た
。
こ
の
体
験
か
ら
大
杉
の
精
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
び
、
後
は

自
然
と
物
語
が
広
が
っ
て
い
き
ま

し
た
。
読
ん
で
く
れ
た
人
に
、
大

杉
の
優
し
い
雰
囲
気
が
少
し
で
も

伝
わ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」
と
、

笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

い
て
も
ら
お
う
と
、
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
て
内
容
を
発
表
。
写
真
を
多

用
し
ク
イ
ズ
を
交
え
る
な
ど
、
見

て
い
る
人
が
飽
き
な
い
よ
う
工
夫

を
凝
ら
し
ま
し
た
。

　

発
表
の
後
は
、
一
〜
六
年
生
の

縦
割
り
班
で
作
っ
た
「
的
当
て
」

や
「
ボ
ー
リ
ン
グ
」
「
紙
飛
行
機

飛
ば
し
」
な
ど
、
九
つ
の
模
擬
店

を
楽
し
み
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
グ

ル
ー
プ
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ

た
企
画
は
、
ど
れ
も
大
好
評
。
折

り
紙
の
飾
り
付
け
や
落
ち
葉
を
あ

し
ら
っ
た
看
板
が
、
祭
り
の
雰
囲

気
を
一
層
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
「
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
、

地
域
の
人
た
ち
と
、
さ
ら
に
交
流

を
深
め
て
い
き
た
い
」
と
、
み
ん

な
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

「
神
様
の
木
？
桃
木
峠
の
大
杉
」
作
者

　

越　
田　
有　
稀　
さ
ん
（
中
学
一
年
生
・
清
瀧
）

堀江隆雄作品集

『大野の春』



ヒップホップダンス披露
「コネクションフォース」

光のモニュメント

地元高校生が和太鼓演奏
「眩燿（げんよう）」 話題の広場
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　  情報広報課広報広聴係☎66・1111
話題の広場

　若い世代を中心としたメンバーが、手作りのイベント
で年越しを盛り上げようと「2004カウントダウンｉｎ
大野」を開催。2000発の花火が夜空を彩る中、集まっ
た約3000人が一斉にジェット風船を飛ばし、新年の幕
開けを祝いました。

ヒップホップダンス披露
「コネクションフォース」

光のモニュメント

地元高校生が和太鼓演奏
「眩燿（げんよう）」

炎のパフォーマンス
「炎ＥＮ（えん）」
炎のパフォーマンス
「炎ＥＮ（えん）」

2004カウントダウンｉｎ大野2004カウントダウンｉｎ大野



　12月27日、図書館で県内の劇団「風工場」に
よる人形劇が開かれました。会場には、親子連れ
など約150人が集まり「三まいのおふだ」や「お
だんごパン」など、国内外の昔話を脚色して行わ
れた演目を楽しんでいました。

人形劇にくぎ付け

話題の広場
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話題の広場

　七間通りの元町会館で12月14日、市観光協会が
「のっぺい汁」の無料配布を行いました。サトイモ
やニンジン、ゴボウ、油揚げやこんにゃくなど地元
の食材で作られた大野ならではの味に、観光客など
大勢の人たちが舌鼓を打っていました。

　福祉施設間の交流を深める「うたごえフェスティ
バル」が12月7日、文化会館で開かれました。市
内9つの福祉施設から参加した利用者や職員など約
160人が、日ごろ練習してきた歌や踊りなどを披露、
会場をわかせていました。

　地元の食材を生かした、奥越を代表する料理・お菓
子を発掘しようと、ＪＡテラル越前が「テラルの味・
めっけもん料理コンテスト」を初めて開催しました。
今後、応募された33点の中から優れた作品について、
実際に商品化を進めるそうです。

アイデア料理から特産品を

歌や踊りで交流深め

観光客へ「のっぺい汁」

身近な話題をお知らせください。



高齢者のおむつ代医療費控除
見
や
情
報
な
ど
の
提
供
を
行
う
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

定
員　

８
人

資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上

謝
礼　

な
し

申
込
締
切
日　

２
月
13
日
㊎

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課
市
民
生
活
係
（
☎

　

66
・
１
１
１
１
内
線
４
６
４
）

●
県
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

定
員　

市
内
か
ら
５
人

資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上

謝
礼　

３
千
円
程
度
／
年

申
込
締
切
日　

２
月
13
日
㊎

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課
市
民
生
活
係
（
☎

　

66
・
１
１
１
１
内
線
４
６
４
）

●
食
料
品
消
費
モ
ニ
タ
ー

定
員　

県
内
か
ら
20
人

資
格　

県
内
在
住
の
20
歳
以
上

謝
礼　

１
万
２
千
円
程
度
／
年

申
込
締
切
日　

２
月
27
日
㊎

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

北
陸
農
政
局
（
☎
０
７
６
・
２

　

３
２
・
４
２
２
７
）

日
時　

３
月
２
日
㊋
〜
４
日
㊍
午

　

前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　

県
労
働
福
祉
会
館
（
１
日

　

目
、
２
日
目
）・
県
工
業
技
術

　

セ
ン
タ
ー
（
３
日
目
）

定
員　

先
着
80
人　

参
加
料　

１
万
４
７
０
０
円

　
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

申
込
締
切
日　

２
月
23
日
㊊

問
い
合
わ
せ
先　
（
社
）日
本
ボ
イ

　

ラ
協
会
福
井
支
部
（
☎
０
７
７

　

６
・
２
６
・
４
５
８
１
）
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2月

●
西
里
団
地
（
１
戸
）

　

規
格　

３
Ｋ
風
呂
無
・
ト
イ
レ
有

　

家
賃　

月
額
６
７
０
０
円
〜
１

　
　

万
１
２
０
０
円

●
中
挾
団
地
（
１
戸
）

　

規
格　

２
Ｄ
Ｋ
風
呂
・
ト
イ
レ
有

　

家
賃　

月
額
１
万
８
３
０
０
円

　
　

〜
３
万
３
０
０
円

資
格　

一
定
の
収
入
基
準
以
内
で

　

住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

申
込
締
切
日　

２
月
23
日
㊊

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課
住
宅
緑
地
係
（
☎

　

66
・
１
１
１
１
内
線
３
５
６
）

日
時　

２
月
８
日
㊐
午
後
１
時
〜

　

４
時
30
分

場
所　

有
終
会
館

内
容　

林
家
染
ニ
さ
ん（
落
語
家
）

　

に
よ
る
講
演
会
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

　

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

秘
書
政
策
課
秘

　

書
係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線

　

２
２
２
）

　

赤
十
字
奉
仕
団
で
は
高
齢
社
会

に
向
け
、
家
庭
で
だ
れ
で
も
簡
単

に
で
き
る
看
護
方
法
な
ど
に
つ
い

て
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

２
月
20
日
㊎
午
前
９
時
30

　

分
〜
午
後
３
時
30
分

場
所　

市
役
所
中
会
議
室

定
員　

先
着
30
人

受
講
料　

無
料

申
込
締
切
日　

２
月
16
日
㊊

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
社
会
福
祉
係
（
☎
66
・

　

１
１
１
１
内
線
４
７
３
）

日
時　

２
月
28
日
㊏
午
後
１
時
30

　

分
〜
４
時
30
分

場
所　

有
終
会
館

内
容

●
講
演　
「
地
域
の
宝
物
を
探
そ

　

う
│
ビ
オ
ス
ト
リ
ー
の
視
点
」

　

講
師　

秋
道
智と
も

彌や

さ
ん
（
総
合

　

地
球
環
境
学
研
究
所
教
授
）

●
劇
発
表　

有
終
南
小
３
年
生

●
研
究
発
表

・
開
成
中
学
校
理
科
部　
　
　
　

・
大
野
の
水
を
考
え
る
会　
　
　

・
中
野
清
水
を
守
る
会　
　
　
　

・
大
野
明
倫
館
「
水
の
見
え
る
ま

　

ち
大
野
」
研
究
生

問
い
合
わ
せ
先　

本
願
清
水
イ
ト

　

ヨ
の
里
（
☎
65
・
５
１
０
４
）

　

悪
質
商
法
に
よ
る
若
者
へ
の
被

害
防
止
に
向
け
、
県
内
の
各
消
費

者
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、
電
話
に
よ

る
消
費
者
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時　

３
月
４
日
㊍
午
前
９
時
〜

　

午
後
５
時

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　

消
費
者

　

セ
ン
タ
ー
（
生
活
環
境
課
内
☎

　

66
・
１
１
１
１
内
線
４
６
４
）

　

消
費
生
活
全
般
に
つ
い
て
、
意

　おむつが必要であると認められる高齢者が
いる世帯で、その費用が一定額を超える場合、
確定申告の際に医療費控除の対象とすること
ができます。
　申告には、おむつ代の領収書と、医師が発
行する「おむつ使用証明書」か、市で発行す
る「確認証明書」が必要となります。
　この確認証明書の発行を受けるには、おむ
つにかかる医療費控除を受けるのが、２年目
以降となる人（引き続きおむつにかかる医療
費控除を受ける人）で、介護保険の要介護・
要支援の認定を受けるなどの要件が必要とな
ります。

問い合わせ先
　福祉課高齢福祉係（☎66・1111内線483）

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

都
市
整
備
課

男
女
共
同
参
画

　
　
　
　

フ
ォ
ー
ラ
ム

秘
書
政
策
課

赤
十
字
講
習
会

「
家
庭
で
の
看
護
方
法
」

福
祉
課

第
５
回

イ
ト
ヨ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

本
願
清
水
イ
ト
ヨ
の
里

若
者
向
け

　
　

消
費
者
電
話
相
談

生
活
環
境
課

消
費
生
活
な
ど

　
　
　

モ
ニ
タ
ー
募
集

生
活
環
境
課

ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
会

（
社
）日
本
ボ
イ
ラ
協
会



保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

グラウンド使用日程の調整を行います
　平成16年度の「市民グラウンド」「真名川憩いの島」「ふれ
あい公園」の使用について、利用団体との日程調整を行う連絡
調整会議を開催します。平成16年度に各グラウンドを利用す
る予定のある団体は必ず出席してください。
日　時　3月12日㊎午後7時～
場　所　有終会館
その他　参加を希望する団体は「使用予定日申告書」に使用希
　　　　望日を記入し提出してください
　　　　（用紙は有終会館にあります）
　　　　日程が重なり、変更をお願いする場合がありますので、
　　　　会議には必ず団体の責任者が出席してください
申告書の提出締切　2月27日㊎午後5時まで

申し込み・問い合わせ先
　公共施設管理公社（有終会館内　☎65・8766）
　※問い合わせ時間：午前8時30分～午後5時
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● INFORMATION

　

国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
制
度

や
、
学
生
納
付
特
例
制
度
を
利
用

し
た
場
合
、
将
来
受
け
取
る
年
金

額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
納
付
免
除
を
受
け
た
期
間

の
保
険
料
に
つ
い
て
は
「
追
納
制

度
」
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

追
納
で
き
る
期
間
は
、
免
除
を

受
け
た
月
か
ら
10
年
以
内
で
、
古

い
免
除
期
間
の
保
険
料
か
ら
順
に

納
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
免
除
を
受
け
た
月
か
ら

２
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
場
合

は
、
経
過
期
間
に
応
じ
た
額
が
加

算
さ
れ
ま
す
。

　

免
除
期
間
と
学
生
納
付
特
例
期

間
の
両
方
が
あ
る
場
合
、
学
生
納

付
特
例
期
間
の
保
険
料
を
先
に
納

め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。　

　

ま
た
、
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
を
開
始
し
て
い
る
人
は
、

追
納
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
年
金
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
５
）

　

市
と
市
内
の
郵
便
局
で
は
、
地

球
環
境
の
保
護
に
少
し
で
も
役
立

て
よ
う
と
、
使
用
済
み
年
賀
状
な

ど
を
回
収
す
る
ポ
ス
ト
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
ご
協
力
願
い
ま
す
。

設
置
個
所　

市
役
所
・
市
内
の
各

　

郵
便
局

回
収
期
間　

２
月
27
日
㊎
ま
で

そ
の
他　

大
野
・
中
野
・
元
町
の

　

三
郵
便
局
で
は
通
年
設
置

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課
環

　

境
保
全
係
（
☎
66
・
１
１
１
１

　

内
線
４
６
２
）

日
程　

３
月
13
日
㊏
〜
14
日
㊐

場
所　

ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
勝
山
（
宿

　

泊
は
同
施
設
内
）

集
合　

リ
フ
ト
券
売
り
場
前
に
13

　

日
午
前
９
時
30
分
ま
で
に
集
合

定
員　

先
着
25
人

参
加
料　

１
万
５
千
円
（
リ
フ
ト

　

代
別
途
必
要
）

申
込
締
切
日　

２
月
20
日
㊎

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ク
ロ
ー
バ
ー
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
事

　

務
局
松
田
隆
宏
さ
ん
（
☎
０
９

　

０
・
３
７
６
９
・
２
３
８
２
）

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

回
収
し
ま
す

古
い
は
が
き
や
年
賀
状

生
活
環
境
課

国
民
年
金
の
追
納
制
度

市
民
課

１
泊
２
日
ス
キ
ー
講
習

市
ス
キ
ー
連
盟

●
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｙ　

Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

　
　
　
　
　
（
ベ
ビ
ー
ル
ー
ム
）

日
時　

２
月
８
日
㊐
・
３
月
14
日

　

㊐
い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

乳
幼
児
の
身
体
測
定
や
小

　

児
科
医
師
の
育
児
相
談
な
ど

そ
の
他　

身
体
測
定
を
希
望
す
る

　

場
合
は
母
子
手
帳
を
持
参

●
健
康
お
お
の
21
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時　

２
月
15
日
㊐
午
後
１
時
30

　

分
〜
４
時

場
所　

有
終
会
館

内
容　

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
意

　

見
発
表
や
講
演
な
ど

・
講
師　

星ほ
し

旦た
ん

ニじ

さ
ん
（
東
京
都

　
　

立
大
学
教
授
）

・
演
題　
「
健
康
づ
く
り
で
、
め

　
　

ざ
そ
う
生
涯
現
役
」

●
伝
承
料
理
で

　

健
康
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ

　
「
健
康
の
た
め
に
、
何
を
ど
れ

だ
け
食
べ
れ
ば
よ
い
の
か
」
な
ど

を
実
際
に
体
験
し
ま
す
。
今
回
は

伝
承
料
理
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の

も
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
ま
し
た
。
正

し
い
食
習
慣
に
つ
い
て
、
楽
し
み

な
が
ら
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

日
時　

２
月
29
日
㊐
午
前
10
時
30

　

分
〜
午
後
１
時　
　
　
　
　
　

　

※
受
け
付
け
は
午
前
10
時
〜

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

参
加
料　

３
０
０
円

定
員　

50
人

申
込
締
切
日　

２
月
20
日
㊎

●
あ
っ
た
か
健
康
ま
つ
り

日
時　

３
月
７
日
㊐
午
前
11
時
〜

　

午
後
４
時

場
所　

あ
っ
宝
ん
ど

内
容

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
健
康
ク
イ
ズ

　

（
無
料
）

・
体
操
・
ゆ
と
り
音
楽
会　
　
　

　

（
無
料
）

・
動
脈
硬
化
検
査　
　
　
　
　
　

　

（
５
０
０
円
・
先
着
80
人
）

・
骨
密
度
検
査　
　
　
　
　
　
　

　

（
５
０
０
円
・
先
着
80
人
）

そ
の
他

・
入
館
は
無
料
で
す
が
、
温
浴
施

　

設
や
プ
ー
ル
施
設
を
利
用
す
る

　

場
合
は
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

・
動
脈
硬
化
検
査
・
骨
密
度
検
査

　

は
予
約
が
必
要
で
す
。
２
月
21

　

日
㊏
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
、

　

ま
た
は
あ
っ
宝
ん
ど
（
☎
66
・

　

７
９
０
０
）
ま
で
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

・
抽
選
で
20
人
に
、
あ
っ
宝
ん
ど

　

入
浴
券
１
回
分
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

保

　

健
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
・
７
３
３
３
）
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節
分
と
は
、
季
節
の

分
か
れ
目
の
こ
と
で
古

く
は
「
せ
ち
ぶ
」「
せ

ち
ぶ
ん
」
と
も
。「
鬼

は
外
、
福
は
内
」
の
豆

ま
き
は
、
除
災
招
福
を

願
う
中
国
の
儀
式
が
日
本
に
伝
わ
り
、
文
武
天

皇
の
時
代
か
ら
宮
中
で
行
わ
れ
て
い
た
大
み
そ

か
の
「
追つ
い

儺な

式
（
疾
病
の
鬼
を
追
い
払
う
鬼
や

ら
い
の
儀
式
）」
の
再
現
と
か
▼
冬
か
ら
春
と

な
る
立
春
前
日
の
行
事
と
し
て
、
全
国
各
地
の

神
社
や
お
寺
で
年
男
年
女
が
無
病
息
災
を
祈
り

豆
を
ま
く
。
子
ど
も
の
こ
ろ
家
の
中
に
鬼
が
入

っ
て
く
る
か
ら
と
、
大
声
で
「
鬼
は
外
」
と
豆

を
ま
き
、
急
い
で
窓
や
戸
を
閉
め
「
も
う
大
丈

夫
」
と
安
心
し
た
こ
と
を
思
い
出
す
▼
狂
言
の

節
分
は
、
夫
の
留
守
に
鬼
が
や
っ
て
き
て
女
房

を
口
説
く
。
女
房
は
妻
に
な
る
と
偽
り
「
鬼
は

外
」
と
言
い
な
が
ら
豆
を
ま
い
て
退
散
さ
せ
た

と
い
う
筋
書
き
だ
。
ほ
か
に
も
、
家
の
入
り
口

に
鰯
い
わ
し
の
頭
を
焼
い
て
柊
ひ
い
ら
ぎの
枝
に
刺
し
た
も
の
を

飾
る
風
習
も
あ
る
。
鰯
の
悪
臭
で
鬼
を
追
い
払

う
魔
よ
け
だ
が
、
そ
も
そ
も
鬼
と
は
何
者
な
の

か
▼
形
は
人
に
似
た
想
像
上
の
生
き
物
、
角
と

牙
を
持
ち
怪
力
で
、
血
も
涙
も
な
く
冷
酷
非
常

に
振
る
舞
う
者
と
か
。
近
年
、
鬼
の
よ
う
な
人

が
マ
ス
コ
ミ
で
報
道
さ
れ
る
と
、
退
治
す
る
桃

太
郎
の
出
現
が
待
た
れ
る
。
考
え
て
み
る
と
自

身
の
行
動
や
心
の
あ
り
方
が
桃
太
郎
な
の
だ
。

自
分
の
鬼
は
自
分
で
退
治
を
▼
歌
舞
伎
「
三さ
ん

人に
ん

吉き
ち
さ
と
も
え
の
し
ら
な
み

三
巴
白
浪
」
の
お
嬢
吉
三
に
よ
る
有
名
な
台せ

詞り
ふ

「
ほ
ん
に
今
夜
は
節
分
か
…
こ
い
つ
ぁ
春
か

ら
縁
起
が
い
い
わ
ぇ
ー
」
と
節
分
は
春
の
到
来

を
告
げ
る
。
風
習
に
な
ら
い
恵
方
を
向
い
て
巻

き
ず
し
を
丸
か
ぶ
り
し
春
の
訪
れ
を
…
（
安
）

市　民　の　う　ご　き

市内の交通事故状況（年頭からの計）

世　帯　数
人　　　口
　　　　男
　　　　女

12月中の異動

１月１日現在
11,952世帯
39,742人
18,996人
20,746人

前　月　比
15世帯
－21人
－12人
－9人

転入
転出

60人
67人

出生
死亡

18人
32人

総　件　数
　　件　数
　　死　者
　　傷　者
物損事故

件数内訳

673件
163件
3人

206人
510件

平成15年
12 月 末 比 較平成14年

12 月 末
696件
192件
8人

245人
504件

－23件
－29件
－5人
－39人
＋6件

人
身
事
故

発
行　
福
井
県
大
野
市
・
編
集　
情
報
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
☎
０
７
７
９
・
66
・
１
１
１
１
）

　
「
地
球
に
や
さ
し
い
」
と
い

う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

買
い
物
先
で
は
、
袋
や
箱
な
ど

に
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
が
書
か

れ
た
商
品
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

で
は
、
私
が
地
球
の
た
め
に
出

来
る
こ
と
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

日
ご
ろ
意
識
す
る
こ
と
か
ら
始

め
よ
う
と
思
い
ま
す
。
身
近
な

と
こ
ろ
か
ら
ま
ず
一
歩
（
養
）

編
集
後
記

内　訳

　

大
野
盆
地
の
南
東
に
位
置
す

る
荒
島
岳
（
標
高
一
五
二
三
・
五

㍍
）
は
、深
田
久
弥
著
作
の
「
日

本
百
名
山
」
に
県
内
か
ら
唯
一

選
ば
れ
た
名
峰
で
す
。
古
く
か

ら
信
仰
の
山
と
し
て
あ
が
め
ら

れ
、
山
頂
に
は
、
ほ
こ
ら
が
祭

ら
れ
て
い
ま
す
。
登
山
シ
ー
ズ

ン
な
ど
、
県
内
外
か
ら
三
万
人

以
上
が
訪
れ
る
人
気
の
山
で
す
。

大
野
え
え
と
こ
㉓

　平成13年度から市が認定している、将来に残していき

たいと思う大野らしい建築物や自然などを紹介します。

⑪

ぜ
に
や
呉
服
店
・
看
板
（
明
倫
町
十―

十
九
）

　

五
番
通
り
に
面
し
、
六
間
通
り
か
ら
南
へ
七
軒
目

に
位
置
し
て
い
ま
す
。
趣
の
あ
る
木
製
看
板
が
、
店

舗
全
体
と
調
和
し
、
落
ち
着
き
の
あ
る
印
象
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。

川
崎
陶
器
店
・
看
板
（
明
倫
町
三―

二
十
九
）

　

平
成
大
野
屋
の
向
か
い
側
、
本
町
通
り
か
ら
西
へ

二
軒
目
に
位
置
。
ろ
う
そ
く
を
か
た
ど
っ
た
赤
色
の

看
板
で
、
竹
の
骨
組
み
と
紙
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

色
や
形
に
特
徴
の
あ
る
大
変
珍
し
い
も
の
で
す
。


